
プロジェクト授業を終えて                         文責：大塚 憲司（野幌中） 

☆７月１８日（木）、千歳市立青葉中学校にて、今年度の研究の方向性を確認するため、田中優人先生に授業を行っていただきました。 

事後研で様々ご意見・ご質問をいただきました。それらを踏まえ、再度確認していただきたいことは以下の通りとなります。 

 ①研究副主題の「対話」について 

  ⇒学習者が主体的に考え、価値づけし、交流すること。 

  ⇒学習者の考えや価値をゆさぶる効果的な資料が必要であること。また、学習者が見方・考え方を働かせ、 

   提示された資料を活用したり、資料をもとに対話したりすることも大切となること。 

 ②研究副主題「課題」について 

  ⇒上記①を踏まえた「対話」を通して創り出したものであること 

  ⇒学習者が「なぜ？どうして？」といった視点で考察する力（＝質問力）を鍛え身に付けることが、 

   適切な「課題」を設定したり、主体的な授業へとつながっていったりすること 

 

☆レポートの作成について 

 ⇒今回の田中先生の指導案の他に、プロジェクト研究員の指導案（地理・歴史）も HP にアップしております。先生方におかれまし 

てはレポート作成の際に参考にしていただければ幸いです。また、レポートの形式は「レポート様式および内容について」（HP 

掲載）を基本としますが、必ずしもその通りでなければならないということではありません。 

 


